
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

一
　般　講 　演 4  5

ing構 造 を 示 7 が
一1−’字 縦 膜 細 胞 は そ の rhabdomere

の すべ て の ba記 に microvi ］liを各 band で 交互

に 直角 2 力 向 ＝ 出 し て い ろ。し た が って こ の 十字 網

膜細鞄 に は 偏光 分 折 の 機能 は な い が，光受容角 が 他

の 通常 網 膜 細 胞 の そ れ よ り大 き く光 の 有 無 を検知す

る の に役 立 っ て い る もの と 思 わ れ る。

オ モ ク m 一厶 ・レ チ ノ ール 系 に 対す る 光 照 射 の 影 響

ウ シ の オ プ シ ン と か ら Rh が 生 成す る こ とか ら，色

素部分は 11−cis 形で あ る と言え る。　P3eo か ら Rh

へ の 冉 生速度 は ，pH が 低 い ほ ど，温度 が 高 い ほ ど ，

ジ ギ ト＝；ソ 濃度 が 低 い ほ ど，ま た，塩 の 濃度 が 低 い

ほ ど 早 くな り ， そ の 反応 は 一・
次反 応 で あ る。 こ の 再

生過程 は ，
a11 −trans レ チ ナ ール に 適合 して い た 蛋 白

部分 が ， 11−cis レ チ ナ
ー

ル に 再 び適合す る様 に 高次．

構 造 を 変 え る 過 程 で あ る と 言え る。

　　 吉 田 正 夫 ・小 倉真理 于

（岡山大学理学部臨海実験所）

　カ ミ ク ラ ゲ の 眼点 か ら調製純化 し た キ サ ン ト マ チ

ン （M 〆15 燐 酸 緩衝液 に 溶 解） と オ ール ト ラ ン ス レ

チ ノ ール 　終 濃度 ユ％ の CTAB ま た は コ ール 酸 ソ

ーダ に 溶解 の 混合液に 光 照射を行 う と レ チ ノ
ール

の 吸 収 の 減 少が み らilる が ，レ チ 十 一ル で は そ の 様

な こ と は み ら tt
−Xs い 。

440　nm で い ろ い ろな 光量子

数 の 照 射 を 行 い 崩 壊 の 標 準曲線 を 求 酪 て お き， 39G

nm か ら 601　 nrn の 間約 25　nm お き に 等光景 子 照

射を打 った と 三ろ 440〜473 ” 叨 の 光 が 最 も有効 で

あ っ た 。極 大 疸 は tt サ ン ト マ チ ソ の 吸収極 大 に 近 い

が ，萋及 収 曲線 よ ］；
・
も活動 ス ベ ク トル は稍長 波長側 に

ずれ て い ろ。照射後 の 混合液，お よ び そ の 脂溶性成

分 を シ リ カ ゲ ル G の 薄層 上 に ，ア セ ト ン ・石油 工
一

テ ル 系，お よ び ベ ン ゾ ール ・メ タ ノ ール ・水 の 系 で

展 開 し た と こ ろ と ， 新 た な ス ポ ッ ト （螢光，二 塩化

ア ン チ モ ン
， 三 塩化 酷酸）は現 われず ， 光 照 射 は オ

モ ク ロ
ー

ム を 通 じ て レ チ ノ
ー

ル の 崩壊 をひ き お こ す

らし い 二 とが 耽 か っ た 。

頭足類網膜 の レ チ ノ クロ ーム

　　　　　　　　　　　　 原　黎 テ
・
原 　富之

　　　　　　　　 （奈良県立 医科大 学 生 物 学 教 室 、

　レ チ ノ ク ロ
ー

ム を 照射す る と 490　nm の 吸 収 が 低

下 し ，
465　nm に 吸収 を 示 す 退 色産物 を 生 じ る 。 強

い 紫外光 で 照 らす と 発 色団だ け が こ わ れ，そ の 蛋 白

質 部 分 が 残 る。 こ の 溶液に レ チ ナ ール の 各種異性体

を 添 加 し，生 成物を検討す る tr ，全 ト ラ ン ス 型 レ チ

ナ ール は レ チ ノ ク ロ
ーム を ，11シ ス 型 は退 色産物を ，

13 シ ス 型 は レ チ ノ ク u 一ム と似 た 感光性色素 （ア イ

ソ レ チ ノ ク ロ ーム ） を ， 9 シ ス 型 は 退色産物 よ り吸

収 の 低 い 結合物を生 じ る。こ れ ら は い ずれ も橙色光

照射 に よ っ て レ チ ノ ク ロ ーム の 退 色 産物 と 全 く同 じ

も の に 変 わ る。い っぽ う，各種 の レ チ ナ
ール に 少 量

の レ チ ノ ク ロ ーム を加 え ， 橙色 光 照 射 に よ って 異性

化 さ せ た の ち ， ウ シ の オ プ シ ン と 反応 さ せ る と，い

ず れ の 場合 に も純粋 の ロ ドプ シ ン を生 じ る 。
つ ま

り，レ チ ノ ク ロ
ー

ム はい ず れ の 型 の レ チ ナ
ー

ル を も

11 シ ス 型 に 変え る触媒作用 を も
．
ら，生 体内 で ／1シ ス

と 全 F ラ ソ ス 両 型 に よ る 視物質系 を 維持す る の に 役

立 っ て い る と考 え られ る 。

頭足類 n ドプ シ ン の 光再生 過 程

低温 円 二 色 性によるウ シ の ロ ドプ シ ン の 中間体

　 　　
＊
菅原道夫 ・鈴木龍夫

・
鬼頭勇次

：
＊

守 口 高校 ・大隙大学 理 学部 生 物 学 教 室 ）

　Amax 　 480　nm の ス ル メ イ カ ロ ド ブ シ ソ （Rh ）を黄

色光 （♪ 52肋 吻 で 照 射 し暗放置す る と，照 射 に ょ

り減 少 しt： 48  nm の 吸 光度が 回復す る。 こ の 場台

円 二 色性 も回復す る か ら Rh が 暗 中 で 再 生 し た こ と

を 示 し て い る。黄色光照射 F で 酸性 メ タ Rh が 再 び

光 を 吸 収 し て 袖 ax 　 380　nm の 物質 （P3go） が 生 成

し ， こ れが 暗 中で Rh に転換 す る。　 P3soの 分子吸光

係数 ：1εmaxl ／ は 約 30，  00 で あ り， 変性 し た P3seと

　　　　　 堀内真理 ・
吉澤　透

（大阪 医科 大 学教養 部生物 学教室
・

大阪 大 学理 学部生物 学教 室 ）

　従来，我 々 は視物質 の 中問体 を低温 で 吸収 曲線を

測定 す る 方法を用 い て 研究 し て きた。今 回 は ウ シ の

ロ ド プ シ ソ の 中間体 に つ い て 吸収曲線 と CD 曲線 を

あ わ せ て 測定 し た 。

　ウ シ の ロ ド プ シ ソ ・グ リセ リ ソ 溶液 （1 ： 2，Amax ；

49S　 nm ）を
一70°C に 冷却 す る と，そ の 吸収極大は
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5e4　 nm に 移行 し， そ の 吸光度もや や増大す る e 同

様 の 変化 は CD 曲緑 で も認 め られ る。 ロ ド プ シ ン を
一20ec で 照射す る と メ タ ロ ドブ シ ン 互 （Amax ： 478

ntm ） が 生成す る 。 そ の CD の 配 吸 収帯は ロ ドプ シ

ン の 約 2倍 に増大す る が β 吸 収帯 は ほ ぼ 半分 に な

る。　ま た ロ ドプ シ ン を 0℃ で 照射 す る と メ タ ロ ド

プ シ ン li（Amax ： 380　nm ） に な るが ．こ の もの の α

吸 収帯 は や は り光学活性 で ロ ドブ シ ソ に 比 べ 約 1．5

倍増 大 す る。し か しな が ら メ タ ロ ド プ シ ン H を 5°C
に ｝磊め る と パ ラ ロ ド プ シ ン （2max ： 465　nm ）に な る

が ， こ の もの は 可視部 に は光部活性を もつ 吸収 は存

在 しな い よ うで あ る 。

ニ ワ トリの 視物質の 極低温における光化学的変化

　 塚本吉彦 ・
堀内真理

＊ ・吉澤 　透

（大阪大学理学部生物学教 室 ・

＊
大 阪医科大学教養部生物学教室）

　 1968年 に 我 々 は ，
4°K で ウ シ の ロ ドプ シ y を 照射

し た と き ， 2種 の プ レ ル ミ ロ ド ブ シ ン
ー一一

ピ ブ ソ ロ

ド プ シ ン と バ ソ ロ ド プ シ ン ー が 生 じ る こ とを報告

し た 。 ヒ プ ソ ロ ドブ シ ン を 23bK 以 上 に 温め る と ，

バ ソ ロ ド プ シ ソ に 変化 す る か ら ，
ヒ プ ソ ロ ド プ シ ン

億 バ ソ ロ ド ブ シ ソ に先だ つ 中間体 と考え る こ とが で

き る。こ の よ う な 中間体 が すべ て の 視 物質 に 存在 す

るかどうか を調ぺ る た め ，
ニワ ト リの ロ ドプ シ ソ と

そ の 色覚色素 ア イ オ ド ブ シ ン に つ い て 検 討 した。ア

イ ォ ド ブ シ ソ （Amax ： 578　nm ，4° K） を 種 々 の 波長

の 光 で 照 射す る こ と を 試み た が，バ ソ ア イ オ ド ブ シ

ソ の 生 成 しか 認 め られ ず， ヒ ブ ソ ア イ オ ド ブ シ ソ の

生 成を 確認す る こ とが で きな か っ た 。 すな わ ち 4° K

での ア ィ オ ド ブ シ ソ の光変化 は 77eK で の そ れ と何

ら相連す る点 は な か った 。

一
方 ロ ド プ シ ソ 系 で は ウ

シ の ロ ドプ シ ソ 系と同様， ヒ ブ ソ ロ ドプ シ ン （lmnx ：

約 430　nm ） とバ ソ ロ ドブ シ ソ （Rmax ： 約 640　nm ）

が と もに 生成 した。

コ イ に よる灌流脳 髄 （脳 幹） の pCO ： に 対 す る 呼 吸

応 答

川崎了二 （新潟大学医学部生 理 学教室）

魚類 の 低酸素環境 や CO に 対す る耐 性 ，な らび に

鼻上げ呼吸時の lkt液 02 容量 に関す る知見な ど を 検

討す る と， 哺乳類脳 髄 の 灌流 で は 必須 の 赤 血 球 を含

まぬ 灌流液に よ っ て 魚類脳髄 の 長期保存 が 期待 され

た の で，Kuliabko（1907）の 試 み た コ イ の 頭部 灌 流法

を 検討改良 した と こ ろ生存時間を 6時問以 王：に 延長

し得 た 。 灌 流標本 の 鰓神経を鰓 と共 に 切 断廃棄 す る

と呼吸運動 に は 変化 は み られ な い が ，洗条運動 （C．
M ．）は 消失あ る い は そ の 同期がの び，口 腟内 へ の 水

流刺激 ま た は 鱒神経 の 求 心 性刺 激 に よ り発現 さ れ る

こ と か ら，C，　M ．は 口 腔 壁 ・
腮
一

鯛神経 を介す る呼

吸反射と考え ら れ る。鰓蓋呼吸運動 は 灌流液の pCO2

を ま す と頻度と振 巾が 増加 し，
へ らす と呼息位で停

止 した。応答発現 に は pCO2 変化後数 10秒を要 し，

応答性は 経時的 に 低 下 し た 。 灌流 カ テ
ー

テ ル か ら脳

内 に 至 る血 管 は 周囲組織 よ りあ らか じめ 剥離し た の

で こ の 応答 は 呼吸 の 化学調節に か か わ る 中枢内 CO2

受容機構に も とず くもの と考え ら れ る 。

トリ トン 抽 出ゾウ リ厶 シ モ デ ル の 繊毛遅動

　　　 金 子弘毅 ・
内藤　豊

（北 里 大 学医学部生理学教室 ・

東京大学理学部動物学教室）

　 O．　01％ ト リ ト ン X −100 で 抽出 した ゾ ウ リム シ モ

デ ル は ATP ＋ Mg7 ＋

液中で繊毛打 が 起 り前進遊泳す

る 。 こ の 繊毛 の 活性 の 程度を繊毛打の 頻度 （継時波

の 作る光α）強弱 を光電 子 増巾管で 検 出 し， ブ ラ ゥ ン

管 上 に 画 か せ て 記 録）と遊泳速度 （
一

定 の 時 間間隔

で 5 回連続 して 光 る ク セ ノ ン ラ ン プ で遊泳 モ デ ル を

撮影 し，そ の 軌跡 の 長 さ よ り算 出） に つ い て 量的 に

測定 し比 較 した 。 こ の 二 つ の 量 は ， モ デ ル が 前進遊

泳す る 限 りは 比 例 し， 何 れを繊毛活性の 指 標と して

よい 。

　 モ デ ル 繊毛 の 賦 活に 対す る 最適 の pH は 7．0，最

適 の 〔Mg2 ＋
〕 は 4−8　mM で あ っ た 。 ま た 〔ATP 〕

増大 は 繊毛打頻度 と遊泳速度の 増 大 を ひ き お こ し，

4−8mM で最大値に 達 し た 。 こ の 時 の 頻度 は モ デ ル

の ど の 部位 の 繊 毛 で も殆 ん ど 同 じで あ った 。 ま た 8

thM 　ADP の 効果 は 4mM 　ATP の そ れ と ほ と ん ど

同 じ で あ っ た 。 こ れ は こ の モ デ ル に ア デ ニ レ ー ト カ

イ ネ ース 系が 存在 す る こ と を 暗示 して い る 。
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